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叢

マ
ル
"
ス
氏
鍮
剰
慣
値
翫
の
評
論

第
十
四
巻

(第
三
號

二
二
)

四
四
二

マ

ル

ク
ス
氏
籐
剰
慣
値
論

の
評
論

(
二
)

田

島

錦

治

第
五
節

不
攣
資
本
ε
塑
易
資
本

ε
の
匠
別
、

此
等
の
説
に
饗
す

る
批
評

蝕
剰
債
値

の
成
立
、

　

　

　

マ
ル
ク
ス
氏

の
最
も
著
名
な

る
著
書
は
資
本
論
の
名
を
冠
す
。
故
に

マ
ル
ク
ス
主
義
の
眞
髄
を
知
ら
む
ご
徹
せ

は
、
先

っ
氏
の
資
本
に
封
ず
る
観
念
を
闡
明
す
る
を
要
す
。
氏
は
資
本
を
以
て
歴
史
的
範
疇
に
局
す
と
思
考
す
る

は
必
ず
し
も
誤
れ
り
ざ
翁
さ
す

`
錐
も
、
商
品
の
循
環
を
以
て
資
本
の
起
源

ε
駕
し
、
及
ひ
貨
幣
を
以
て
其

の
出

現
す

る
最
始
の
形
式

ご
寫
す
の
謬
れ
る
は
、
余
既

に
之
を
説
明
し
た
り
。
蓋
し
人
類
の
最
も
原
始
な
る
歌
態

に
於

て
は
赤
裸
々
に
し
て
、
何
等
の
器
具
を
も
宿
せ
す
、
赤
手
を
以

て
天
然
物
を
捕
獲
採
集
し
て
之
を
食
用
に
供
し
た

る
如
き
時
代
あ
り
だ
る
こ
ε
を
想
像
し
得

へ
し
。
黙
れ
ε
も
石
器
時
代
に
至
り
て
は
、
人
類
は
既
に
生
産
用
具
即

ち
資
本
を
所
有
し
た
る
も
の
ε
謂
ふ

へ
し
。
散
に
此
時
代
の
石
鎌
石
斧
も
、
現
代
文
明
國
晟
の
所
有
す
る
複
雑
精

巧
な
る
機
械
も
、
精
粗
の
差
は
あ
れ
ご
も
、
資
本

の
範
晦
に
騰
す

る
は
即
ち

一
な
り
。

マ
ル
ク
ス
か
勢
働
を
親
ら

せ
さ
る
資
本
主
か
所
有
す
る
資
本
、
帥
ち
民
の
語

に
從

へ
は
他
人
を
働

か
せ
て
自
己
を
利
す
る
方
便
ど
な
る

へ
き



物
を
指
し
て
資
本
ε
駕
す
は
、
實

に
氏
の
猫
断
偏
執
な
り
ε
な
す
。

文
民

は
其

濁
断
偏

執

に
基

づ
き
、
資
本

を
分
類

し
て

、
.不
鍵
資
本

(
π
8
・野

宴

蚕

冨

言

、攣

易
資
杢

く
.
ユ
㌣

び
一.の
潟
"冨
.
じ
ご
寫
し
、
、通
常
経
済
墨
者

か
探

れ
る
固
定
及
ひ
流
動
資
本

の
分
類
に
似

て
非
な
る
説
を
立
て
ン
、

宙
弧
に
人
な

る
㎝誤
謬
に
陥

る
れ
り
。

纒
濟
學
者

の
通
説
に
從

へ
は
、
固
定
資
本

(評
a

6
旨
巴
)
ご
は
例

へ
は
σり
機
械
器
具
、
働
工
場
及
ひ
其
他

一

切
の
生
産
設
備
等

の
如
く
、
縄
細
し
て
幾
回
も
生
産

に
使
用
せ
ら
れ
、
毎
回
の
生
産
手
纏

に
由
り
て
其
債
値

の

一

部
分
を
喪
失
す
ε
思
考

せ
ら
れ
得
る
所
の
も
の
な
b
。
流
動
資
本

(。[「2
聾
冒

ぴq
。
署
密
こ

ご
は
、
例

へ
は
⑤
生
産

用

の
粗
土
原
料
、
㈹
勢
働
者

の
生
活
資
料
、
帥
ち
勢
賃
ε
し
て
企
業
圭

よ
り
支
携
は
る

へ
き
も
の
等
の
如
く
、
只

}
回
の
生
産
に
使
用

せ
ら
れ
て
其
儂
値
の
全
部
を
喪
失
す
る
も
の
な
り
。
而
し
て
資
本

の
塗
膿
帥
ち
固
定
並

に
流

動
資
木
は
、
生
産
力

6
『o
ロ
9
薯
一q
)
を
有
す
。
詳
言
す
れ
ば
生
産
手
纏

に
於
て
喪
失
し
陀
る
資
本

の
僧
位
は
生

産
物

の
贋
疽
ε
な
b
て
再
生
し
、
而
か
も
此
再
生
し
た
る
贋
値
は
喪
失
し
陀
る
も
の

⑤
Φ嗅
a
豊
9
ご
》
ヨ
。
再
一Nm
-

江
。
口
)
よ
り
大
な
り
。
資
本

か
斯
の
如
き
生
産
力
ー

マ
ル
ク
ス
の
慣
用
語
を
假
れ
は
一

鯨
剰
傭
値
を
生
む
力
を

有
す
る
事
は
日
常
高
股
の
事
實
か
讃
明
す

る
所

に
し
て
、
未
開
野
螢
の
石
器
時
代
よ
り
現
代
の
複
雑
精
巧
な
る
機

械
的
工
業
時
代
に
至
る
ま
て
幾
腐
年
間
吾
人
々
類
の
経
験
し
氷
り
た
る
所
な
り
。

然
る
℃

マ
ル
ク
ス
氏
は
自
己
の
創
意
を
以
て
、
資
本
を
不
愛
及
ひ
攣
易
資
本
の
二
に
分
ち
、前
掲
の
機
械
懸
巣
、

論

叢

マ
ル
ク
ス
武
儀
剰
偵
値
説
の
詳
論

第
十
四
巻

〔第
三
號

二
三
)

四
四
三

、

・

■



論

叢

マ
ル
〃
ス
氏
盤
痢
慣
他
説

の
評
論

第
+
四
巻

〔第

三
號

二
四

)

四
四
閥

②
毒

及
ひ
設
備
、
働
粗
生
原
料

の
三
を
以
て
不
饗

本
痛

し
、
即
ち
生
肇

績
に
由
り
て
喪
失

し
砦

蟹

ε
同
額
の
儂
値
を
産
物
に
再
生
せ
し
め
得
る
に
止
ま
る
ε
資
恋

爲
し
、㈲
勢
働
者
の
生
活
資
料

蔀

ち

多

ク
ス
、

の
語
に
從

へ
は
・
之
を
以
て
資
本
主

か
讐

し
砦

蕩

力
)
を
以

て
甥

資
舎

寫
し
、
塑

り
生
撃

績
に
由

り
て
喪
失

し
た

る
傾
値

よ
り
著
し

く
人
な

る
償
値
を
生

産
物

に
再

生

せ
し

め
得

る
所

の
資
本

な

り
ε
駕
し
だ
り
。

(資

本
論

一
巻

山
ハ立早
)

故

に

マ
ル
ク
ス
に
從

へ
ば

、
資
本
主

が
生
産

に
使
用

し
た

る
原
料

、
例

へ
は
綿
陀

、
油

、
脂
肪

、
染
料

、
.石
炭

等
の
全
艦

星

霜

の
盤

の
中
・
塁

し
、
、機
械
、
讐

ハ、
工
場
其
鰻

備
の
盤

の

毒

、
響

生
産
活

績
に
由
り
て
消
耗
し
た

る
部
分
は
同
じ
く
生
産
物
の
傾
慨
の
中
に
再
現
す

る
に
止
ま
り
、
そ
れ
以
上
に
何
等
の
鯨

剰
償
直
を

生
す

る
ξ

無

し

ε
謂

ふ
な
り
。
即

ち

蒐

・

ス
は
前
髪

本

の
減

懲

却

〔雪

。
.二
、p
門….
コ
)
め

.。
こ

ビ
を

認
む
れ

ご
も

、
其

利
子

(丙
ぞ
冨

或
口
巴
.を
生
す

る

こ
ε
を
否
認
す

る
な
り
。

マ
川
ク

ス
の
説

の
多
く

は

ペ
チ

チ
オ
.
プ
リ
ソ
チ
ピ
イ
(匿
淫

璽
)
な
る
か
、
之
も
亦
其

一
例
な
り
。
且
甚
し
き
不
條
饗

馨

り
。
佛
國
帝
政

.

時
代
の
末
期
に
於
て
雄
辮
寄

し
で
聞
え
た
る
同
国
砒
倉
主
馨

プ
・
・
-
喬

含

、・
)
ぽ

藩

甚
し
き
過
激
説

を
唱

へ
、

「
家
屋
所
有
者
は
賃
貸
料
を
受
く
る
は
不
當
な
り
、
宜
し
く
彼
は
借
家
人
に
之
を
支
拙
ふ

へ
き
も
の
な

り
・
誓

な
れ
は
家
屋
播

家
人
の
居
住

に
由
り
て
維
持
保
存
せ
ら
る
れ
は
な
り
言

。
9

・
ワ
ボ
ー
リ
テ

氏

集
産
主
義
論

二
四
九
頁
及
二
七
五
頁
)
。
若
し
果
し
て
此
説
の
如
く
な
ら
は
、
何
人
も
進

み
で
賃
貸
家
屋
を
供
給
せ

・

1

.



凹

さ
る

へ
き
は
明

か
な
り
。

マ
ル
ク
ス
は
減

債
償

却
即

ち
締
…糧
の
損
料
を
認

め
た
.る
丈

は
、

プ
リ
オ

ー

ヌ
の
説

よ
り

は
優

鴨
り
。
熬

れ
こ
も
街
謬

れ
り
。

マ
ル
ク

ス
の
説

の
如

く
な
ら

は
、
機
械

の
所
有
者

は
其
借
用
人

よ
り
唯
純

粋

の
損
料

を
受

く
る
の
み

ε
な

る

へ
く

、
從

て
機
械

の
供
給

は
杜
絶
す

へ
し
。
抑
も
機
械

は
之
を
使
用
す

る
勢
働
者

ヒ

の
生
産

力
を
増
加
す

る
も
の

に
し
て
、
其
製
作

利
用
せ

ら

る

》
所

以
は
藪

に
在

り
。

〃

ロ
ワ
・
ボ

ー
リ

ュ
ー
氏

か
屡

々
繰
返

せ
る

ロ
ゼ

ソ
ソ
ソ
の
雫

易
な

る
設
例

は

マ
ル
ク

ス
の
誤

見
を
打

破

し
て
飴
維

な
し
。
氏
は

曰
く
.
「
ロ
ビ

ン

ソ
ン
は
辛
苦

し
て

一
輌

の
車

を
作
め
た

り
。
彼

は
其

た

め
に
直
接

な
る
報
酬

を
毫

も
受

く

る
こ
ご
な
く

し
て
三
四

ヒ
　ヘ

ヅ
ア

十
日
を
費
や
し
た
り
。
斯
く
し
て
彼
は
或
は
暇
を
潰
し
、
或
は
目
前
の
消
費

(
即
ち
若
し
彼

か
車
を
作
ら
さ
り
し

な
ら
は
目
前
に
多
く
享
受
し
得

へ
獣
筈

の
も

の
)
.を
控

へ
だ
り
、
扱
車

か
出
家
上
り
、
彼
の
向
後
の
勢
働
は
半
身

ご
な
り
且

一
層
生
産
的
こ
な
る
。
而
る
に
彼
の
住
す

る
孤
島
に
幾
人
か
の
英
人
及
ひ
西
班
人
か
到
着
す
。
彼
等
は

ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
請
ひ
、
彼

の
車
を
彼
等
か
頁
好
な
る
歌
態

に
保
存
し
、
若
し
破
損

せ
は
之
を
修
理
す

へ
き
か
故
に
、

彼
等
に
貸
す

へ
き
を
求
む
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
答

へ
て
曰
く
、
夫

π
け
に
て
は
不
充
分
な
り
、
汝
等
は
素
手
を
以
て

爲
し
得
る
仕
事
よ
り
は
こ
倍
の
仕
事
を
同

一
の
時
間

に
此
車
を
使
用
す

る
に
依
り
て
焦
し
遂
げ
得

へ
し
、
汝
等
の

勢
働
の
此
生
産
力
増
加
は
余
の
車
に
属
す
、
即
ち
此
を
作
り
た
る
余
に
厨
す
、
故
に
余
は
汝
等
ε
回
し
く
其
分
配

に
興

る

へ
き
な
り
。
余

の
車
か
汝
等
の
勢
働

に
附
加

へ
た
る
此
生
産
増
加
を
分
配
せ
よ
。
余
に
此
増
加
の
半
分
叉

ら

は
三

分
二
を

與

へ
よ
翫
そ
れ

に
て
も

汝
等
は
省
ほ
利
益

を
得

る
な
㌧
。
若

し
此

分
配
を
寫
す
を

否
ま
は
、
汝
等
自

論

叢

マ
ル
〃
ス
員
盤
剰
債
値
段
の
評
論

第
十
四
巻

(第
三
號

二
五
)

四
四
五

、

9



'

」

論

叢

マ
ル
〃
λ
民
鯨
剰
偵
値
説
の
評
論

第
十
四
巻

(第
三
號

二
六
)

四
四
六

ら

一
の
車
を
作
れ
ご
。
此
盲
た
る
や
誰
か
ロ
ビ
ン
ソ
ン
を
以
て
無
理
取
を
敢
て
す

一し
駕
す
者
あ
ら
む
や
。
若

し
彼

か
寛
仁
叉
は
慈
恵
を
行
ふ
意
あ
ら
は
、
無
償

に
て
其
事
を
貸
す

へ
き
は
疑
を
容
れ
す
。
黙
れ
ε
も

一
般
肚
奮
闘
係

の
立
脚
地
を
成
す
所
の
正
義

の
上
に
立

つ
ご
き
は
、
彼
は
其
車
を
借
用
す
る
人
々
よ
り
前
述
の
如
き
生
産
増
加
の

一
部
を
要
求
す

へ
き
権
利
を
有

っ
こ
ご
は
畢

ふ
可
か
ら
す
。
借
用
せ
る
此
車

に
て
補
助
さ
れ
π
る
人
の
螢
働

の
生

産
物
は
其
人
輩
濁

の
生
産
物
に
非
す
し
て
、
彼

ε
軍
の
製
作
者
及
ひ
貸
主
た
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ご
の
共
同
生
産
物
な

り
。
樹

一
暦
複
雑
な
る
無
敷
の
形
式
に
於

て
、
穂
て
の
機
械
、
総
て
の
設
備
、
総
て
の
資
本
は
此
車

の
場
合
に
於

け
る
ε
回
し
。
機
械
を
作
り
把
る
人
、
叉
は
之
を
買
ひ
て
之
を
作
り
た
る
人

の
椹
利
を
綴
示

し
だ
る
人
は
、

マ
ル

ク
ス
の
慣
用
語
を
傾
れ
ば
、
此
機
械
よ
り
其
使
用
償
値
を
引
出
す
権
利
を
有
す

へ
し
。
其
使
用
償
値
ご
は
勢
働
者

の
労
働
の
生
産
力
を
増
加
し
、
其
結
果
こ
し
て
利
子
叉
は
利
潤
亡
補
す
る
利
金
を
生
む
も
の
な
り
。
今
此
機
械
は

無
生
物
に
許
す
し
て
、
自
身
側御
立
し
、
自
己
の
爲
に
他

ε
契
約
す
る
を
得

る
生
活
燈
な
り

ε
低
足
せ
は
、
機
械
か

労
働
者
の
掛
倒
に
附
加

へ
乾
る
生
産
増
加
の

「
部
を
機
械
に
與

ふ
る
こ
ε
を
何
人
も
必
ず
拒
ま

さ
る
へ
き
な
り
。

.

今
前
例
に
掲
げ
た
る
車
を
生
活
膿
ε
假
定
.せ
は
、
そ
れ
を
借
用
し
た
る
入
に
謝
し
て
彼
は
言
は
ん
、
「
余
の
任
意
な

る
協
力
に
依
り
(
何
こ
な
れ
は
余
を
作
れ
な
は
汝
に
非

さ
乃
故
に
)
汝
は
箪
凋
に
て
十
二
時
間
を
要
す

へ
き
勢
働
を

六
時
間
に
て
成
し
遂
げ
得

π
り
、
故
に
汝
は
余
の
爲
に
大
時
間

の
利
益
を
得
π
り
、
汝
か
余
の
力
に
依
り
て
の
み

得
た
る
此
飴
剰
を
分
配
せ
よ
、
余
に
其
年
掛
叉
は
三

分
二
を
與

へ
よ
、
即
ち
余
の
夢
に
謝
し
て
三
時
間

叉
は
四
時



間
の
勢
働
に
相
當
す
る
所
の
生
産
物
を
余
に
與

へ
よ
、
而
も
汝
は
術

ほ
利
益
を
饑
し
得

へ
し
」

ご
。
此
生
け
る
車

の
要
求
は
正
義
に
適

へ
り
。
此
車
を
作
り
た
る
人
、
叉
は
之
を
買
ひ
て
所
有
す
る
人
は
、
今
述

へ
た
る
如
く
生
活

物
に
し
て
智
慮
あ
b
ご
假
足
せ
る
場
合
に
於
け
る
車
自
身
ご
同

一
の
立
場
に
在
る
は
毫
も
疑
を
容
れ
す
、」
ご
。
(集

産
主
義
論
二
七
六
及
ひ
こ
七
七
頁
)
。

'

一

此

ル
ロ
ワ
・
㎡
i
リ
ユ
ー
氏

の
比
喩
的
叡
論
は
余
輩
よ
り
見
れ
ば
梢
冗
漫
の
嫌
あ
れ
ε
も
、
マ
ル
ク
ス
か
常

に
理

論
の
根
擦
を
示

さ
す
し
て
、
謂
ゆ
る
匿
調
律
事

の
非
論
理
的
僻
論
を
縷
述
す

る
に
封
ず
る
好
箇
の
対
照
な
り
ご
す
。

マ
ル
ク
ス
か
機
械
及
ひ
生
産
設
備
の
生
産
力
に
盲
目
な
る
や
、
石
羅
時
代
の
螢
人
よ
り
も
甚

し
く
、
孤
島
漂
着
の

ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
劣
れ
る
に
至
り
て
は
抱
腹
繕
倒
の
外
無

き
な
り
。
抑
も
交
明
國
氏
か
絶
え
ず
精
巧
な
る
機
械
を
作

る
に
焦
慮

し
、
生
産
設
備
を
完
成
す

る
に
若
.心
す
る
所
以
は
、
他
な
し
、
此
等
資
本

か
勢
働
の
生
産
力
を
著
る
し

ぐ
増
加
す
る
を
確
知
す
る
か
爲
な
り
。
若
し
果

し
て

マ
ル
ク
ス
の
説

の
如
く
此
等
資
本
は
只
減
債
償
却
を
爲
し
得

る
の
み
な
ら
は
、
誰
か
復
之
か
改
頁

に
留
意
す

る
も
の
あ
ら
む
や
。
否
蕾

に
改
頁
に
留
意
せ
さ
る
の
み
な
ら
す
、

之
か
新
な
る
製
作
を
も
見
合
は
す

に
至
る

へ
き
な
り
。

吾
人
の
謂
ゆ
る
固
定
資
本

に
臆
す
る
機
械
及
ひ
生
産
設
備
か
生
産
力
を
有
す

る
は
、
毫
も
疑
を
容

れ
す
ε
錐
も
、

謂
ゆ
る
流
動
資
本

の

一
部
た
る
原
料
に
關
し
て
は
、
其
生
産
力
は
前
者

の
如
く
明
白
な
ら
す
。
撚
れ
ε
も
固
定
資

本
は
軈
て
原
料
よ
b
成
り
、
叉
原
料
あ
る
に
依
り
て
其
資
本
た
る
任
務
を
行
ふ
も
の
な

る
を
知

る
ε
き
は
、
原
料

・
論

叢

マ
ル
ク
ス
氏
醸
剰
慣
値
説

の
評
論

.

'

第
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四
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三
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二
七
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四
四

七
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■



論

叢

マ
ル
グ
ス
氏
盤
剰
便
値
説
の
評
論

.
第
十
四
巻

(第
三
號

二
八
)

四
四
入

も
亦
生
産
力
を
有
ず

へ
き
は
推
測
す

る
に
難
か
ら
す
り
呪
ん
や
資
本
を
具
膿
的
各
別
的

に
考
察
せ
す
し
て
、
之
を

債
値
に
抽
象
化
し
て

一
般
的
に
考
察
す
る
に
於
て
を
や
。
且
実
れ
原
料
は
生
産
方
便
ε
し
て
用
ひ
ら
る
玉
場
合
は

即
ち
資
本
な
れ
ε
も
、
原
料
の
中
に
は
享
受
方
便

ε
し
て
勢
働
者
の
衣
食
住
の
用
途

に
供
せ
ら
る

へ
き
も
の
少

か

ら
ず
。

マ
ル
ク
ス
の
謂
ゆ
る
攣
易
資
本
の
或
物
は
、
之
を
原
料
ε
し
て
生
産
用
に
充

つ
る
ご
ざ
は
、
師
ち
英
語
ゆ

「る
不
攣
資
本

ε
な
る
。
例

へ
は
石
炭
は
工
場

に
て
蒸
氣
汽
罐
を
熱
す

る
に
用
ひ
ら
る
Σ
ご
き
は
、

マ
ル
ク
ス
の
謂

ゆ
る
不
愛
資
本

に
し
て
、
何
等
鯨
剰
儂
値
を
生
せ
さ
れ
ε
も
、
勢
賃
の

一
部
を
以
て
職
工
か
買
ひ
た

る
石
炭
は
其

家
庭

に
於
て
暖
房
又
は
庖
厨
用
に
供
す
れ
ば
、
即
ち
弊
働
力
を
維
持
す
る
所
の
攣
易
資
本
ご
な
り
て
飴
剰
債
値
を

生
す

ε
の
結
論

に
到
達
す

へ
し
。
之
・こ
同

】
の
理
由

に
よ
り
、
紡
績
場
に
於
け

る
綿
花
は
不
攣
資
本
な
れ
ε
も
、

職

工
の
冬
服
叉
は
夜
具
に
入
れ
る
綿
は
攣
易
資
本
ε
な
る
。
酒
の
原
料
ξ
し
て
の
米
は
不
攣
資
本
な
れ
ビ
も
、
職

工
の
食
料
ξ
す
る
米
は
憂
身
資
本
ご
な
る
。
澱
粉
工
場

に
於
け
を
馬
鈴
薯

は

マ
ア
ク
ス
に
從

へ
は
何
等
鯨
剰
償
値

を
生
せ
さ
れ
ε
も
、
験
工
の
家
庭
に
於
て
食
用
ε
す
る
馬
鈴
薯
は
職

工
の
勢
働
力
を
引
起
す
も
の
に
し
て
、
即
あ

蝕
剰
債
値
を
生
す
ε
の
奇
妙
な
る
論
結
に
到
達
す

へ
き
な
り
。

マ
ル
ク
ス
は
英
語
ゆ
る
憂
身
資
本

か
、
如
何
に
し
て
鯨
剰
慣
値
を
生
む

か
を
説
明
す

る
こ
ε
、
大
約
次
の
如
し
。

資
本
主
は
勢
働
市
場

に
於
て
、
商
品
た
る
勢
働
を
其
交
易
償
値

に
て
買
ひ
た
り
。
勢
働
の
交
易
債
値
は
勢
動
者

#
に
其
家
族
の
生
活
を
維
持
す
る
費
用
、
即
ち
彼
等
の
最
低
生
活
資
料

の
債
値
な
り
。
北
横
値
の

　
口
分
を
⊥
ハ
時

間
労
働

巴
す
れ
は
、
勢
働
者

一
日
の
勢
賃
は
帥
ち
六
時
間
勢
働
な
り
。
資
本
主

は
此
⊥
ハ
恥
間
勢
働
な
る
償
値
を
以

色

、

'



て
買
ひ
陀
る
勢
働
を
自
由

に
腱
労
す
る
を
得

へ
し
、
換
言
す

れ
は
彼
は
北
勢
働
の
使
用
儂
値
を
享
受
す
。
今
若
し

彼
か
此
使
用
償
値
を
享
受
す
る
こ
`
、
換
言
す
れ
は
勢
働
力
を
護
揮
せ
し
む
る
こ
ご

一
日
六
時
間
に
止
ま
る
ε
き

は
、
彼
は
何
等

の
飴
剰
債
値
を
利
得
せ
す
。
何
ε
な
れ
は
勢
働
力
の
生
産
物
の
債
櫨
は
恰
も
其
原
償
ε
同

一
な
れ

は
な
り
。
然
る
に
資
本
主
は
勢
働
力
を
+
時
間

、
十
二
時
間

、
又
は
+
四
時
間
使
用
す
る
に
由
b
て
、
四
時
間
、

⊥
ハ
時
間
、
叉
は
八
時
間

の
飴
剰
償
直
を
利
得
す
。
而
し
て
斯

か
る
場
合
に
勢
働
者
は
四
、
⊥
ハ
、
叉
は
入
時
間

の
無

償
労
働
を
駕
す
も
の
な
b
ご
。

マ
ル
ク

ス
は
前
述
の
如
く
李
均
六
時
間

の
無
償
勢
働
か
資
本
主

の
利
潤
を
生
む
も
の
ε
諭
し
、
而
し
て
勢
働
者

か
何
故
に
其
受
く
る
所

の
生
活
費

の
儂
値

に
二
倍
す
る
犠
牲
を
佛

ふ
に
同
意
す
る
か
の
説
明
は
、
氏
の
緘
口
し
て

語
ら

さ
る
所
な
b
。
氏
は
勢
働
力
の
交
易
償
疽
、
帥
ち
勢
賃
を
以
て
、
勢
働
者
井
に
其
家
族
の
生
活

費
に
均
し
・し

の
假
定
を
固
執
す
る
か
故
に
、
分
業
の
獲
蓮
、
機
械
、
工
場
其
他
生
産
設
備
の
改
頁
、
頚
明
腰
見

の
利
用
等
凡
そ

勢
働
者
の
生
産
力
を
増
大
す
る
所

の
も
の
よ
b
生
す
る
利
益
は
、
毫
も
勢
働
者
に
賺

せ
す
し
て
資
本
主
に
の
み
蹄

す
ビ
妄
断
す
。
特
に
知
ら
す
や
、
斯
の
如

き
改
良
進
歩

は
、
膏

に
企
業
者
〔
マ
ル
ク
ス
は
之
を
資
本
主
ご
混
同
す
)

及
ひ
資
本
主
の
み
な
ら
す
、
勢
働
者
を
も
利
益
す
る
こ
ご
を
。
叉
知
ら
す
や
、
暴
れ
暫

に
生
産
者
階
級
の
み
な
ら

す
、
更

に
大
に
消
費
者
階
級
を

一
般
に
利
益
す
る
こ
ご
を
。
光
勲
に
就
て
余

か
嚢
に
本
誌
に
連
揚

し
た
る
三
論
丈

「
勢
賃

の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
」
及
ひ
「
利
潤
の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
」
に
詳
論
し
た
る
所
な
る
を
以
て
、

今
亦
弦
に
贅
説
せ
す
。
但

マ
ル
ク
ス
の
鯨
剰
債
値
説
は
、
輓
近
肚
會
主
義
即
ち
集
産
主
義
全
艦
の
心
核
を
成
す
も

の
な
る
か
故
に
省
ほ
分
析
批
評
す
る
の
要
あ
り
。

論

叢
.

マ
ル
〃
ス
氏
鹸
剰
偵
値
段
の
評
論

、

第
十
四
巻

(第
三
號
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九
)
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,


